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以下の8問のうち3問を選択して答えよ。

レポート期限：2／18∴提出先：山西のポスト

問題1）dを与えられた正整数として、常を端＝ml（豆＝1，…，d）とす

る有限集合とし、d次元ベクトルⅩ＝（£（1），…∬（d））∈弟×・‥×端

の同時分布の分解を考える。例えば、

P（∬（1），∬（2），諾（3））＝P（∬（2）直1））P（∬（3）匝（1））P（ご（1））

などがある。このような分解は有向グラフで表現できる。これをペ

イジアンネットワークと呼ぶ。一般には、C宜をご（盲目こつながる親

ノード集合として、

顆（1），…∬（d））＝Hp（珂C盲）

の形で表現できる。（圭の与え方がペイジアンネットワークの構造に

依存する。ここで、パラメータは

帰＝P（∬（盲）＝可G官のパタン＝j）

（豆＝1，…，d鳥＝1，…，G宜のパタンの数，た＝1，‥・，m豆）

をパラメータとして持つ。このとき、m個の独立なデータ列Xm＝

Ⅹ1‥．Xmからペイジアンネットワークのグラフ構造Gとパラメータ

鱗最を確率的コンプレキシティに基づいて推定する方式を与えよ。

問題2）たを与えられた正整数として、ガ＝抑1，…，可を有限アルファ
ベットとする．P（ズ＝律）＝仇（ま＝0，…，頼∑た。β宜＝1と書

き、β＝（恥…，βた）とおく．軌をそのようなβの全体とする．この

とき、箱＝tP（ズ津）‥β∈㊤貢をた次元離散分布のクラスと呼ぶ．

一方で、モデルクラスア＝lP（孝雄））を用いる逐次的正規化最尤

予測アルゴリズムとは、データ列諾1，∬2，．．が逐次的に与えられる下

で、各時刻舌に対して、逐次型正規化最尤予測分布：

P（ズ匝ト1）＝
P（ズ・ごま‾1；∂（ズ・〆1））

∑ズ′P（ズ′・gt－1；∂（ズ′・∬ト1））
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